
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１５日（木）・２０日（火）の２

日間、２年生を対象に、北九州工業

高等専門学校の先生を講師にお迎

えして、「プログラミング学習（技

術・家庭科の一環）」を行いました。 

 先生の世代では難しく感じることも

ありますが、２年生のみなさんは、講

師の先生の指示を聞きながらスム

ーズに学習を進めていました。すご

いですね！ 

今日、コンピュータは人々の生活

の様々な場面で活用されています。

スマートフォンや仕事を処理するパ

ソコン、家電や自動車をはじめ身近

なものの多くにもコンピュータが内

蔵され、人々の生活を便利で豊かな

ものにしています。さらに、インフラ

や経済活動、生産活動等、社会の基

盤でもコンピュータは不可欠となっ

ています。誰にとっても、職業生活、

学校での学習、家庭生活など、あらゆる活動において、コンピュータなどの情報機器やサービスと

それらによってもたらされる情報とを適切に選択・活用して問題を解決していくことが不可欠な社

会が到来しつつあります。 

今後「Society5.0」といわれる、大量の情報を生かし、人工知能を活用して様々なことを判断

させたり、身近な物の働きがインターネット経由で最適化されたりする時代の到来が、社会の在り

方を大きく変えていくとの予測がなされています。 

コンピュータをより適切かつ効果的に活用していくためには、その仕組みを知ることが重要です。

コンピュータは人が命令を与えることによって作動しますが、簡単に言えば、この命令が「プログラ

ム」であり、命令を与えることが「プログラミング」です。プログラミングによって、コンピュータに自

分が求める動作をさせることができるとともに、コンピュータの仕組みの一端をうかがい知ることが

できるので、コンピュータが「魔法の箱」ではなくなり、より主体的に活用したり、社会における身近

な様々なものの仕組みを理解したりすることにつながります。 

また、プログラミング教育は、障害のある子供たちも含め、その可能性を広げることにもつながる

と考えられます。プログラミングの能力を開花させ、創造力を発揮して、起業する若者や特許を取

得する子供も現れており、将来の社会で活躍できるきっかけとなることや、新たな価値の創造が期

待できます。 

このように、コンピュータを理解し上手に活用していく力を身に付けることは、あらゆる活動にお

いてコンピュータ等を活用することが求められるこれからの社会を生きていく子供たちにとって、将

来どのような職業に就くとしても、極めて重要なこととなっています。 

こうしたことから、学習指導要領では、小・中・高等学校を通じてプログラミング教育を行うことと

しており、とりわけ小学校学習指導要領（平成２９年告示）において、令和２年度からプログラミン

グ教育を開始しました。 
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令和４年１２月２０日（火）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市八幡東区尾倉三丁目１０番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/ogura-j/ 

＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

北九州高専プログラミング授業（２年） 

学校教育として実施するプログラミング教育においては次のような資質・能力を育みます。 
【知識・技能】 
（小）身近な生活でコンピュータが活用されていることや、問題の解決には必要な手順がある
ことに気付くこと。 
（中）社会におけるコンピュータの役割や影響を理解するとともに、簡単なプログラムを作成
できるようにすること。 
（高）コンピュータの働きを科学的に理解するとともに、実際の問題解決にコンピュータを活用
できるようにすること。 
【思考力・判断力・表現力等】 
発達の段階に即して、「プログラミング的思考」（自分が意図する一連の活動を実現するため

に、どのような動きの組合せが必要であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組
み合わせたらいいのか、記号の組合せをどのように改善していけば、より意図した活動に近
づくのか、といったことを論理的に考えていく力）を育成すること。 
【学びに向かう力・人間性等】 
発達の段階に即して、コンピュータの働きを、よりよい人生や社会づくりに生かそうとする

態度を涵養すること。 


